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藤
原
怪
窯
（
巻
之
一
）

胤
原
鳶
宅
欽
丸
史
惧
応
此
内
山
ん
崇
立
屯
廣
肝
古
OI

奇
其
別
和
棒
魔
ん

藤
原
…
播
磨
人
姓
、
誨
、
字
、
出
身
地
に
関
し
て
は
、
林
羅

山
撰

「
捏
腐
先
生
行
状
」
（
『
捏
裔
先
生
文
集
』
所
収
。
以
下
、

「
行
状
」
と
略
す
）
に

「
先
生
姓
藤
原
。
諒
粛
。
字
飲
夫。

播
州

細
河
邑
人
也
」
と
あ
る
。
ま
た
号
に
つ
い
て
も
、

「
行
状
」
中
に

「
坑
称
二
先
生
所
に
居
為
二
広
肝
腐

ー。
先
生
自
称
日
二
捏
裔
l

」

「
先
生
以
下
艮
二
其
背

ー兼
山
艮
上°

故
自
号
日

二
北
肉
山
人

＿」

「
時
先
生
自
号
二
柴
立
子
―」
と
い
う
記
述
が
見
え
、

「
行
状
」
に

よ
る
も
の
。
恨
窟
の
伝
に
関
し
て
は
他
に
冷
泉
為
経
編
の

「恨
窟

先
生
系
譜
咎
」（

『
裡
腐
先
生
文
集
』
所
収
。
以
下
、

「系
譜
略
」

雅

俗

の

会

先

哲

叢

談

衆

議

と
略
す
）
が
あ
る
。

連
載

そ
の
三
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裡
窯
…
世
孫
『
捏
腐
文
集
』
巻
之
―
-
「
生
白
室
」
に
「
京
極

戸
部
尚
書
十
二
世
後
人
北
肉
山
人
」
と
あ
り
、
又
、
『
捏
腐
文

集
』
の
堀
杏
庵
序
に
「
測
i

i

其
家
譜
1

。
則
定
家
十
二
世
孫
也
。
」

と
あ
る
。
家
系
は
定
家
の
孫
の
時
に
―
―
一
家
に
分
か
れ
、
そ
の
後
、

室
町
期
に
上
下
に
分
か
れ
た
下
冷
泉
家
。

世
食
…
細
河
村
こ
の
細
河
荘
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
た
め
に
阿
仏

尼
が
『
十
六
夜
日
記
』
の
旅
を
行
っ
た
こ
と
は
有
名
。
そ
の
後
冷

泉
家
の
采
邑
と
な
り
断
続
し
な
が
ら
も
為
純
の
時
代
ま
で
続
い
た

こ
と
が
「
系
諧
略
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

父
為
純
…
亡
其
地
捏
寓
の
父
為
純
と
兄
為
勝
が
別
所
長
治
に

攻
め
ら
れ
て
戦
死
し
た
の
は
、
「
系
譜
略
」
に
よ
れ
ば
、
天
正
六

年
四
月
一
日
の
こ
と
。
為
純
、
享
年
四
十
八
。
為
勝
、
享
年
二
十

ニ
。
捏
腐
は
秀
吉
に
故
地
細
河
村
の
回
復
を
願
っ
た
が
、
時
運
に

合
わ
な
い
と
斥
け
ら
れ
た
こ
と
も
「
系
譜
略
」
に
み
え
る
。

裡
窯
初
年
…
名
舜
「
行
状
」
の
「
甫
七
八
歳
。
投
辛
翌
野
臭

東
明
長
老
1

。
誦
1

一
心
経
法
華
等
1

皆
諧
焉
。
人
呼
為
i

i

神
童
1

。
一

旦
祝
髪
為
i

i

浮
屠
1

。
名
日
／
舜
。
東
明
師
i

i

慶
（
景
）
雲
寺
長
老
成

九
峯
1

。
姓
大
江
氏
。
所
謂
儒
而
入
／
仏
也
」
と
い
う
記
述
に
よ

る
。
仏
門
に
入
っ
た
の
は
捏
腐
七
、
八
歳
（
永
禄
十
、
十
一
年
）

の
こ
ろ
、
播
磨
竜
野
景
雲
寺
の
東
明
長
老
の
も
と
で
あ
る
。
東
明

は
漠
学
の
家
で
あ
る
大
江
氏
の
出
で
、
儒
仏
を
兼
学
し
て
お
り
、

捏
腐
も
そ
の
師
の
も
と
で
個
学
に
触
れ
た
ら
し
い
。

号
妙
寿
院
「
行
状
」
に
「
其
所
／
居
曰
二
妙
寿
院
1

」
と
あ
り
、

妙
寿
院
は
相
国
寺
で
の
捏
腐
の
居
所
で
、
そ
の
ま
ま
号
と
し
て
使
っ

た
も
の
。
「
系
譜
略
」
に
は
父
の
死
後
「
奉
m
母
与
i

i

兄
弟
1

。
同

来
京
師
」
と
あ
り
、
「
行
状
」
に
は
「
弱
歳
来
ノ
洛
。
洛
之
相

国
寺
普
広
院
泉
和
尚
者
先
生
叔
父
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
父
の

死
後
、
母
と
兄
弟
を
連
れ
て
相
国
寺
に
い
た
叔
父
を
頼
っ
て
、
上

洛
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
悟
…
帰
於
儒
「
行
状
」
に
は
「
先
生
雖
／
読
i

i

仏
書
1

。
志
在
i

i

儒
学
1

」
「
先
生
以
為
我
久
従
1

1

事
於
釈
氏
―
°
然
有
年
竺
子
心
↓
〇

読
聖
賢
書
信
而
冗
疑
。
道
果
在
／
鼓
。
登
人
倫
外
哉
。
釈
氏

既
絶
二
仁
種
一
。
又
滅
二
義
理
一
。
是
所
三
以
為
二
異
端
一
也
」
な
ど
、

儒
学
に
傾
倒
し
て
い
く
様
が
記
さ
れ
る
。

物
茂
卿
…
三
近
書
『
狙
採
集
』
巻
二
十
七
所
収
。
物
茂
卿
は

荻
生
狙
株
。
享
保
十
―
―
一
年
没
、
享
年
六
十
―
―
-
。
都
―
―
―
近
は
宇
都
宮

遮
庵
。
宝
永
六
年
没
、
享
年
七
十
七
゜

昔
在
：
可
也
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

ふ`
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党
慮
砧
白
秀
吹
巫
衷
五
上
籍
表
可
瓜
脊
乎
相
団
寺
他
日

忍
脱
紐
羹
，
而
謂
泊
盃
翌
ふ
含
沿
か
印

桑
ぷ
狐
如
馴
叫
割
幻
芥
忍
典
喰
終
禾
ー
は
＿
杖
必
珈

ー
悔
不
可
迂
米
泰
否
歪
必
ぶ
大
聞
而
街
-9惧

Il

—和
心
を
誓
名
屯
含
丸
玲t
益
9

亨
千
ぎ
毀

ー
多
屯
潰
侯
国
隠
凶
怪
鳶
｀
初
メ
ぶ
痰
だ
光
雀
尤
見
中

納
言
秀
条
牙
秋
性
低
総
紺
き
サ
則
粛
然
次
羞
其
性

1

9

9

 

行
ぎ
を
芹
＇
玖
―
f

嘗
応
：
相
国
寺

「
行
状
」
に
は

「

九
年
辛
卯
。
博
陸
侯
型

臣
秀
次
令
：

長
老
周
保
．。

漿
丸
五
山
詩
僧
於
相
国
寺
八

題
『
詩

聯
句

一」

と
あ
り
、
天
正
十
九
年
の
こ
と
と
す
る
。
し
か
し

『
鹿

苑
日
録
』
に
よ
れ
ば
、
文
禄
元
年
ト
ニ
月
ニ
ト
七
日
条
に
秀
次
か

ら
詩
会
の
開
催
を
命
令
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
実
際
は
文
禄
元

年
の
こ
と
か
。

他
日
…
此
地

先
の
引
用
に
続
い
て

「行
状
」
に
は

「
先
生
初

一
会
。
而
後
不
二
復
赴
ー。

（
略
）
吾
不
レ
欲
レ
稿

J
r
佃
↓也
。
秀

次
不
／悦
。
先
生
避
／之
赴
こ
肥
州
那
護
屋
ー
（
略
）
是
時
有
＿一
朝
鮮

之
役
—°
秀
吉
公
在

ー
ー那
或
。
列
国
諸
軍
従

レ
之
」
と
記
さ
れ

長
七
年
没
、

る
。
ま
た
、

『
鹿
苑
日
録
』
の
文
禄
年
月
ヒ
日
の
条
に

「
舜

首
座

（略
）
聯
句
出
頭
再
三
固
辞
。
雖
然
予
強
而
云
出
頭
可
也
云
々
。

終
不
諾
。
即
赴
子
丹
陽
云
々
。
旋
洛
之
時
。
直
而
可
令
出
頭
云
々
」

と、

「
行
状
」
の
内
容
を
裏
付
け
る
記
事
が
あ
る
。
そ
の
後
捏
窃

は
名
護
屋
を
出
て
豊
後
に
遊
び
、
文
禄
二
年
末
か
ら
三
年
に
か
け

て
江
戸
に
赴
く
な
ど
、
京
を
避
け
る
か
の
よ
う
な
行
動
を
と

っ
て

い
る
。
東
照
君
見
積

「
行
状
」
で
は

「
源
君
同
来
会
。
先
生
始
獲
：t

謁
見

l
o既
而
先
生
行
こ遊
豊
之
後
州
—
°為

ー
→西
海
之
壮
観
ー
。文

禄
二
年
癸
巳
。
赴
こ
武
州
之
江
戸
l
o

執
：ー
謁
於
源
君
―」

と
あ
り
、

家
康
に
厚
く
遇
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
納
言
秀
秋

小
早
川
秀
秋
。
武
将
。

十
六
゜

ぷ
午

257 



播
磨
：．
斯
道

「
行
状
」
に

「
後
帰
レ
播
見
一．赤
松
氏

．。
赤
松

氏
善
遇
レ
之
。
故
従
二
赤
松
氏
．遊
1

．了
洛
子
伏
見
之
間
．。
先
生
雖
レ

読

仏

書

志

在

位

学

l
o
」
と
あ
る
。
赤
松
広
通
は
武
将
。
炭
長

五
年
自
刃
、
享
年
三
十
九
。
広
通
の
援
助
の
も
と
で
釈
奨
を
行
っ

た
こ
と
も
、
「
又
勧
別
構
二

室
一。
安
二
型
牌
ー以
擬
二
大
成
殿

ー。

試
使
f
．貞
順
等
諸
生
ー。
姉
中
釈
莫
礼
上。

此
礼
既
絶
久
癸
」
と
い

ぅ

「
行
状
」
の
記
述
や

「
悼
赤
松
氏
三
卜
首
」
の
詞
占
に
よ

っ
て

わ
か
る
。

石
田
三
成
…
不
果

「
行
状
」
に

「
四
年
己
亥
。
治
部
少
輔
石

田
三
成
。
居
立一
佐
保
山
1

。
使
l

1

戸
田
内
記
某
-
召
r
先
生
ー。
将
レ

往
而
不
レ
果
。
明
年
庚
’
-。

成
敗
死
」
と
あ
り
、
慶
長
四
年
の

こ
と
。
広
通
：
慟

「
行
状
」
に

「
赤
松
氏
自
殺
。
先
生
甚
慟
」
と
あ

る
。
捏
窟
は
広
通
自
刃
に
際
し
て

「
悼
赤
松
氏
三
十
首
」
（
『
捏

甜
先
生
和
歌
集
』
巻
五
所
収
）
を
草
し
て
い
る
。

輿
朝
鮮
姜
流
書

『
恨
裔
先
生
文
集
』
巻
十
所
収

「
問
姜
抗
の

こ
と
。
姜
浣
は
朝
鮮
の
儒
者
。
元
和
四
年
没
、
享
年
五
十
二。

炭

長
の
役
の
際

（炭
長
二
年
）
捕
虜
と
な
り
、
伏
見
城
に
移
さ
れ、

炭
長
五
年
許
さ
れ
て
帰
国
。
捏
裔
は
炭
長
三
年
、
姜
抗
と
赤
松
広

通
の
屋
敷
で
出
会
っ
て
い
る
。

赤
松
公
：
原
本

＾
本
文
異
同
＞
な
し
。
こ
こ
で
は
赤
松
広
通

が
捏
窟
に
四
占
五
経
へ
の
加
点
を
請
う
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

「
行
状
」
に
は

「
先
生
勧
↓一
赤
松
氏
ー。
使
下
二
姜
抗
等
十
数
輩
ー。

浄
％
は
四
占
五
経
K
。
先
生
自
据
,,
程
朱
之
邸
↓。
為
二
之
訓
点
―」

と
あ
り
、
捏
裔
が
勧
め
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
姜
抗
は

「
五
経

祓
」
（
『
捏
腐
文
集
』
続
巻
三
所
収
）
に
お
い
て

「
日
束
之
人
不
レ

知
レ
有
A
恣
~
I
o惟
緻
火
表
r
出
之
ー 。

姑
無
；
敏
夫
ー則
無
ー1宋
腎
一

也
。
敏
夫
之
志
非
＿＿
赤
松
如
咆
小
レ
能
レ
成
。
姑
無
一土
赤
松

今則
無
l

l

緻
夫
1

也
。」

と
述
べ
て
お
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
捏
裔
の
学
問

が
広
通
の
援
助
無
く
し
て
は
な
り
得
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
早
川
隆
景

武
将
。
疫
長
二
年
没
、
享
年
六
卜
丘
。

高
坂
昌
信

悩
坂
弾
正
虎
網
。
武
田
伯
玄
の
家
臣
。
『
甲
脱
軍

筵
』
の
原
著
者
と
さ
れ
る
。
天
正
六
年
没
、
¥
年
五
卜
こ。
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直
江
兼
5
,

ヒ
杉
尿
勝
の
家
臣
。
元
和
五
年
没
、
享
年
六
卜
。

玄

台
宗
の
俯
。
仏
店
を
兼
学
し
宋
学
の
祖
と
さ
れ
る
。

観
応
元
年
没
、
享
年
未
詳
。

林
羅
山

硲
府
伯
官
。
明
暦
ニ一
年
没
、
享
年
七
十
五
゜

松
永
昌
三

号
尺
五
。
伯
者
。
明
暦
三
年
没
、
享
年
六
十
六
゜

那
波
活
所

和
歌
山
藩
伯
。
炭
安
元
年
没
、
享
年
五
十
四
゜

山
崎
闇
斎

伯
者
、
垂
加
神
道
の
創
始
者
。

和
二
年
没
、

年
六

↓
五
゜

闇
斎
答
：
仲
庵

『
垂
加
文
集
』
巻

「
答
真
辺
仲
庵
ー一
―

内
」
所
収
。
真
辺
仲
庵
は
藤
井
悧
斎
。
山
崎
闇
斎
門
、
久
留
米
藩

伯
医
。
宝
永
六
年
没
、
亨
年
九
十
三
（
『
月
下
記
』

）。

朱
書
：
．
亜
流
耳

＾
本
文
異
同
＞
可
肝
心
ー
可
為
肝
心
。
而
亦

咋
佛
ー
自
亦
咋
佛
。
而
亦
信
陸
ー
自
亦
信
陸
。

＿
日
…
甚
也

典
拠
不
詳
。
『
前
柄
旧
蔵
聞
t
2
』
五
に
以
下
の

よ
う
な
話
が
あ
る
。
「
直
江
山
城
兼
継
、
寿
院
捏
斎
に
対
面
ノ
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ア
リ
テ
ケ
レ
ト
モ
、
捏
斎
止
メ
、
ウ
ケ
ヒ
カ
ス
、
兼
継
ツ
イ
ニ

押
シ
テ
恨
斎
ノ
宅
二
至
リ
ヌ
、
捏
斎
他
行
ノ
折
カ
ラ
ナ
リ
キ
、
直

江
度
々
招
請
相
見
ヲ
ネ
カ
ヘ
ル
ニ
不
果
、
今
H
来
レ
ル
ニ
不
逢
、

一
向
留
守
ヲ
ッ
カ
ヘ
ル
ニ
同
、
ソ
ト
テ
、
恨
斎
自
彼
力
宅
二
尋
ヌ
、

直
江
、
関
東
へ
下
向
ノ
タ
メ
、
既

二
其
日
発
足
、
ソ
ヌ
ト
ア
リ
ケ
レ

ハ
、
捏
斎
ア
ト
ヲ
追
テ
、
大
津
二
至
リ
テ
対
談
ア
リ
キ
、
兼
継
、

事
ノ
ッ
イ
テ
ニ
、
久
ク
ス
タ
レ
タ
ル
家
ヲ
急
二
可
取
立
時
二
、
臣

下
ノ
心
持
ハ
如
何
ア
ル
ヘ
キ
ト
↓
ヌ
、
捏
斎
、
事
ノ
急
ナ
ル
ハ
却

テ
破
ル
ヽ
ノ
基
ナ
リ
ト
云
事
ヲ
談
、
ソ
テ
カ
ヘ
リ
ヌ
、
後

二
捏
斎
云

ク
、
兼
継
、

主
君
ヲ
ス
ヽ
メ
テ
事
ヲ
ヲ
コ
サ
、
ソ
メ
、
家
ヲ
滅
亡
ス

ヘ
キ
コ
ト
ヲ
ナ
シ
テ
ソ
ト
カ
ク
レ
リ
キ
、
果
、
ソ
テ
娯
勝
奥
州
二
事

ア
リ
テ
、
其
功
ヲ
不
終
ナ
リ
ニ
キ
也
」
。
ま
た
、
『
米
沢
地
名
選
』

に
も
類
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
各
話
と
も
細
部
に
お
い
て
異

な
っ
て
い
る
。

一
致
す
る
の
は
、
逢
っ
た
結
果
、
捏
窮
が
兼
継
に

対
し
て
悪
い
印
象
を
得
た
と
い
う
こ
と
。
（
参
）
『
大
日
史
料
』

第
ト

ニ
編
之
三
十
二
元
和
五
年
十
二
月
十
九
日
の
条
。

粁
水
兌
直
瓦
斎
予
臣
，
岱
忍
吾
予
秘
J
Y

一ー
今
入

tJ足
氣
凜
詔
餐
3
吾
子
憫
昧
泊
象
匹
剛
曰

繹
承
兌
：
讀
井

「
行
状
」
の
「
秋
九
月
。
蘇
入
レ
洛
。
先

た
一深
衣
道
服
謁
。
藉
下
欲
レ
聞
二
其
言
一。
時
有
二
浮
屠
和
尚
承
兌

及
盆
三
者

。

与

二
先
生
l

旧
相
識
。
頗
自
二
負
文
字
一。
杵
侍
二
秀

吉
公

一。
公
歿
仕
二
子
蘇
下

ー。
時
兌
為
一一
僧
司
録
ー。
謂
二
先
生
i

曰
。
有
レ
真
有
レ
俗
。
今
足
下
棄
レ
真
遠
レ
俗
。
我
不
下
唯
惜
二
執
払

枯
鎚
手

一而
已
上
。
又
為
二
汲
林
五
炉
之
。
先
生
曰
。
自
二
仏
者

一

言
レ
之
。
有
二
其
諦
↓靡

俗

謹

。

有

二
世
間
一有
一一
出
世
ー。
若
以
レ

我
観
A

之
。
則
人
倫
皆
真
也
。
未
伽
四
呼
玉
笠
丁
為
盃俗
也
。
我
恐

僧
徒
乃
是
俗
也
。
堅
人
何
廃
ー一
人
間
世
一哉
。
兌
不
応
唸
或
人
招
こ

先
生
承
兌
孟
三
l
o

壁
間
掛
芦
早
It品
f
/

皆
不
玉
匹
読
。
先
生
即

能
読
レ
之
。
或
曰
。
凡
草
写
者
難
レ
読
。
真
害
者
易
レ
読
。
先
生
曰
。

不
レ
然
。
能
読
腐
共
者
。
亦
能
読
レ
点
」
に
依
る
。
瑯
長
五
年
関
ヶ

原
の
合
戦
の
後
、
徳
川
家
康
入
洛
の
際
の
こ
と
。
承
兌
は
臨
済
宗
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怪

嵩
：
干
世

『
捏
窟
先
生
倭
謁
集
』
は
五
巻
。
『
世
窟
先
ー
-

文
集
』
（
享
保
二
年
跛
刊
）
と
併
せ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
後
出
。

羅
山
…
木
膚

『
捏
窃
先
生
倭
謁
集
』
巻
四
雑
部
に
「
こ
の
歌

は
道
春
二
十
二
歳
の
と
き
初
て
ま
み
え
け
る
に
よ
り
て
か
く
な
ん
」

と
い
う
詞
苫
で
「
な
れ
よ
ふ
し
裳
の
う
へ
ま
て
い
や
た
か
き
名
の

ま
こ
と
を
も
し
か
れ
と
そ
思
ふ
」
と
い
う
和
歌
が
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
。
道
春
ニ
ト
歳
は
炭
長
九
年
。

一
則
羅
山
…
謡
舛

『
捏
窓
文
集
』
林
羅
山
編
正
編
五
巻
、
究

永
四
年
堀
杏
庵
序

・
林
東
舟
践
。
菅
得
庵
編
続
編
三
巻
、
寛
永
四

年
菅
得
庵
序
゜

一
則
其
孫
：
御
序

『
捏
腐
先
生
文
集
』
冷
泉
為
経
編
十
二
巻
、

疫
安
四
年
後
光
明
天
皇
序
、
印
保
二
年
冷
泉
為
経
跛
。
『
愧
腐
先

生
倭
謁
集
』
冷
泉
為
屎
編
五
巻
、
寛
永
卜
年
為
屈
序
。
『
捏
席
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白
石
新
井
白
石
。
絲
府
悼
官
。
保
十
年
没
、

年
六
十
九
゜

南
郭
服
部
南
郭
。
伯
者
。
宝
暦
九
年
没
、
享
年
七
十
七
゜

唐
詩
品
彙
明
、
高
棟
撰
。
九
十
巻
、
拾
遣
十
巻
。

唐
詩
選
明
、

李
崇
竜
編
か
。
七
巻
。

明
七
子
集
和
刻
本
に

『
国
朝
七
子
詩
集
註
解
』

、
ま
た
井
上

蘭
台
『
明
七
子
詩
解
』
（
宝
歴
七
年
刊
）
、
中
条
允
『
明
七
才
子

i
:

．

I
 

鉛
磁
湛

面
脊
非

ふ
羹

1

0

C

9

,

N

 

査
密
瓜
涙
露
粕
翌
恒
鳶
褒
―
＿
ぶ
蔽
登
文

創
瓜
副
9
富
溌
ば
げ
可
因
濾
奎
律
序

可
丸
補
珠
詩
抱
，

先
文
集
』
の
為
経
祓
に
よ
れ
ば
、
『
捏
裔
文
集
』
は
「
誤
脱

・

遺
漏
」
が
多
か
っ
た
た
め
、
為
経
の
祖
父
為
景
が
水
戸
光
捌
、
木

下
長
墟
子
ら
の
協
力
を
仰
ぎ
慶
安
四
年
に
は
後
光
明
天
皇
の
序
を

賜
っ
て
全
十
五
巻
で
板
行
す
る
寸
前
で
あ
っ
た
が
焼
失
。
そ
の
後

為
経
が
奔
走
し
十
七
巻
で
刊
行
し
た
も
の
が
『
捏
裔
先
生
文
集
』

で
あ
る
。

詩
掌
故
』
（
明
和
八
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

漏
奎
律
儲

元
、
方
回
撰
。
四
十
九
巻
。

聯
珠
詩
格

元
、
子
済
撰
、
察
正
孫
補
。
二

巻。

春
齋
…
涙
露
編

『
鷲
峰
先
生
林
学
士
文
集
』
巻
七
十
八
哀
悼

六
「
西
風
涙
露
」
に
依
る
。
春
斎
は
林
鳶
峰
。
稲
府
儲
官
。
延
宝

八
年
没
、
享
年
六
十
三
。

怪
窯
有
：
詩
格
＾
本
文
異
同
＞
詩
格
ー
詩
格
也
。
『
選
詩
風

雅
翼
』
は
元
の
劉
履
撰
。
巻
。

-r
汁
河
亮
宅
虹
亮
秘
色
入
民
ギ
究
へ

井
河
…
簡
亮
渡
邊
毅
撰

「
民
先
生
井
河
君
墓
表
」
（
『
天
民

辿
言
』
巻
上
、
『
史
氏
備
考
』
巻
九
、
『
事
実
文
編
』
巻
三
二
。
以

r
「
経
表
」
と
略
す
。
）
に
「
先
生
諒
，
亮
字
，
簡
亮
」
、
伴
窃
蹂

『
近
世
崎
人
伝
』
（
究
政
二
年
刊
）
巻
之
五
「
並
河
天
民
」
（
以
下

『
崎
人
伝
』
と
略
す
。
『
近
世
崎
人
伝

・
続
近
世
崎
人
伝
』
ダ
東
洋

井
河
天
民
（
巻
之
六
）

（
入
口
敦
志
）
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文
庫
↓

―0
二
、
平
凡
社
〉
）
に
「

即
通
名
と
す
。」

と
あ
る
。

私
盆
天
民

「
磁
表
」
に

「
若
掲
吠

名
榜
品
只
謂
立
天
民
ナ
ル

者
は
乎
卜
所
レ
聞
逹
y

可
ゼ
行
ご
於
天
下
一一
之
謡
也
故
門
人
相
輿
＿一
私
――

盆
y

日
二
天
民
先
生
一
」
と
記
す
。
「
有
天
民
者
、
達
可
行
於
天
下
」

は
『
孟
子
』

「
尽
心
店
句
上
」。

平
安
人

「
紙
表
」
に

「
其
先
ハ
丹
州
桑
田
人
也
…
先
生
自
レ

幼
居
翌
洛
―-」

と
あ
り
、
上
田
究
撰

「
誠
所
先
生
家
他
」
（
『
史
氏

備
考
』
巻
九
、
『
事
実
文
編
』
巻
三一一）

に
は
、

「
城
州
横
大
踏

邑
人
也
°
・
・
・
大
和
守
宗
定
。
挙
族
家
子
丹
州
桑
田
郡
井
河
。
遂
氏

焉
。
…
考
宗
禰
。
腸
倹
齋
。

三
世
居
横
大
路
不
仕
。」

と
記
す
。

ま
た
、
『
崎
人
伝
』
に
は
「
城
南
烏
羽
横
大
路
の
人
、
自
丹
波
と

占
る
は
、
そ
の
本
国
敷
。

」
、
橘
南
硲

『
北
窓
瑣
談
』
（
寛
政
頃
咽
、

文
政
八
年
刊
）
に
は
「
並
河
五

一
郎
同
勘
助
の
父
を
並
河
弥
右
衛

門
と
い
ひ
て
丹
波
の
国
並
河
村
の
人
な
り
弥
右
衛
門
丹
波
よ
り
山

城
の
国
鳥
羽
村
へ
出
て
米
商
ひ
を
な
せ
り
」
と
記
す
。

天
氏
初
年
各
庚
畢
抜
裟
斎
五
我
複
智
大
必

a有
‘v

一

鉱
虎
性
ざ
忍
塁
を
必
紺
．
告
屯
紘
窟
。
史
．
立
．
已
ル
が
匂

民
並
河
氏
、

誨
亮
、
字
簡
亮
、

天
民
…
仁
齋
學

「
虹

」
に
「
先
生
初
肉
ぢ
於
イ
齋
一
ー
ク
究
}

其
説
ゥ
」
。
『
諸
生
初
見
帳
』
（
植
谷
元
「
伊
藤
仁
斎
の
門
人
帳
」

〈
『
ピ
プ
リ
ア
』
六
九
ー
七

一
、
昭
五
一
―
-
•

六
ー
昭
五
四
・

―
―
-
＞
）

の
元
禄
四
年
正
月
に
「

一

並
河
他
之
介
」
と
記
載
。
兄
誠
所
は
、

同
年
九
月
四
日
に

「一

並
河
正
蔵
/
[同
]
佃
之
助
舎
兄
、
他

之
助
同
道
也
」
と
あ
る
。
こ
の
年
、

民

三
歳

、

誠

所

四

蔵
。
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後
以
．
遺
言
「
復
誠
所
先
生
占
」
（
『
民
遺
言
』
巻
）
に

「
仁
義
楼
智
ハ
天
地
自
有
之
物
非
⇒

人
性
之
所
立
有
ス
ル
也
仁
齋

一
生

之
學
悉
備
吋
於
此
ノ
敷
語
マ
・
而
仁
齋
復
呼
祖
古
子
之
包
裔
孟
翌

仁
義
ハ
非
江
性
＿一
之
説
↓
而
自
以
ァ
為
i

云
至
珍
至
究
↓
」
と
あ
る
。
『
崎

人
伝
』
で
は
「
伊
藤
仁
斎
に
学
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
後
そ
の
学
を
う

た
が
ひ
て
、
自

一
家
を
成
せ
り
。
其
説
は
天
民
遺
言
に
見
ゆ
。
」

と
記
す
。
『
北
窓
瑣
談
』
に
は
「

二
十
オ
の
時
仁
斎
先
生
に
従
ひ

て
廿
六
オ
の
時
仁
斎
の
経
義
に
不
審
あ
り
て

一
日
大
に
論
し
。
其

後
は
自
身
の
発
明
の
見
識
有
し
と
ぞ
。
」
と
あ
る
。
『
天
民
遣
言
』

は
二
巻
、
享
保
七
年
刊
。
並
河
誠
所
、
渡
邊
毅
等
の
編
。

大
略
以
為
以
下
は

「
給
表
」
に
よ
る
。

四
端
…
甚
也
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

誠
所
…
義
序
『
天
民
遺
言
』
巻
下
に
あ
る
。

吾
窺
…
義
耳

〈
本
文
異
同
〉
叔
父
ー
於
叔
父
。

誠
所
…
天
民
兄
並
河
滅
所
は
掛
川
・
川
越
藩
悩
。
元
文
三
年

没
、
享
年
七
十

一
。
「
滅
所
先
生
家
他
」
に
「
先
生
名
永
。
字
宗

永
。
後
改
字
尚
永
。
稲
五

一
居
上
。
別
腸
誠
所
。
」
、
『
崎
人
伝
』

に
「
名
永
崇
、
字
氷
父
、
仁
斎
門
人
、
五
畿
内
志
の
作
者
。
後
伊

-＿
島
に
住
す
。
」
と
記
す
。
字
を
「
崇
永
」
と
す
る
も
の
は

見。
五
畿
内
志

『
日
本
輿
地
通
志
』
六
巻
。
関
祖
衡
編
。

保

二
O
・
ニー

年
刊
。
『
山
城
志
』
『
大
和
志
』
『
河
内
志
』
『
和
泉
志
』

『
摂
津
志
』
を
収
め
る
。
誠
所
は
『
和
泉
志
』

『
河
内
志
』
『
摂
津

志
』
を
校
訂
し
た
。
「
滅
所
先
生
家
他
」
に
「
後
典
友
人
鵜
祖
衡
゜

慨
國
朝
無
地
志
。
発
伯
脩
之
。
相
議
以
為
…
而
祖
衡
病
死
。
§
先

生
成
之
。
」
と
あ
る
。

天
民
…
負
オ

「
経
表
」
に
「
志
氣
邁
」

、
『
崎
人
伝
』
に

「
為
人
胆
斗
才
秀
、
比
す
べ
き
類
な
し
。」

、
『
北
窓
瑣
諒
』
に

264 



「

民
砥
傑
の
竹
に
て
頼
母
敷
人
な
り
し
が
」。

其
學
：
為
志

「
鉦
表
」

に

「
平
居
講
二
究
益
芸
世
ッ之
大
陀
ヴ

詞
．
論
ス
致
訟
治
ヲ
之
要
道
↓
皆
原
}
をァ
之
ヲ
於
語
孟
典
ー一
尚
内
ー以
稜
ー1

雀
ス
型
人
之
大
業
大
法
ヴ」

、
『
天
民
遣
言』

巻
上

「
内
経
」
に

「
蓋
塑
人
之
根
本
主
↓
ス
罷
沖
↓
尚
因
ハ記
呟
其
ノ
宜
↓
語
孟
ハ述
二
其

道
ヴ
可
塙
測
コ
相
表
裏
スル
者
↓
也
」。

稲
所
謂
：．
己
任

『天
民
遣
言』

巻
上

「堅
人
本
領
」
に

「尿

者
ハ
先
須
”レ
要
vA

知
弩
ヲ
型
人
本
領
↓
蓋
知
翌
共
規
模
之
大
ナル

才
徳
之
盛
↓ルッ
而
後
可
W

以
論
二
塑
人
公
矢
：
率
咆
日
ク
如
シ
有
ー-ハ
用
ル

我
ヲ
者
ー吾
其
レ
為
弓
東
周
↓
乎
又
日
荀
モ
有
翌
用
レ
我
ヲ
者
玉
ザ
月

而
已
二y
可
也
三
年
―-y
有
守
成
ス
ー
其
才
徳
之
盛
出
竺
可
召
限
飛
↓

哉
」
、
『
崎
人
伝
』
に
「
又
論
語
郷
党
篇
に
題
し
て
、
…
此
篇
、

孔
夫
子
の
礼
貌
を
形
容
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
是
皮
毛
な
り
。
我
を

用
う
る
も
の
あ
ら
ば
非
月
の
み
に
し
て
可
也
。
三
年
に
し
て
成
こ

と
あ
ら
ん
。
或
は
訟
を
聞
こ
と
我
猶
人
の
ご
と
し
、
必
也
訟
な
ら

か
し
め
ん
か
な
と
宜
ひ
、
又
魯
政
を
聞
こ
と
三
月
、
魯
国
大
に
治

る
ご
と
き
そ
の
骨
也
、
と
い
は
れ
し
と
ぞ
。」

と
あ
る
。
「
聴
訟
：
・

訟
乎
」
は
『
論
語
』
顔
淵
篇
、
「
如
有
…
束
周
乎
」
は
同
r
・
，
の
腸

貨
篇
、
「
荀
有
：
．
有
成
」
は

路

篇

゜

説

尚

以

察
氏
：
諸
君
耳

君
ー
之
子
諸
君
゜

嘗
将
：
不
果
没
民
は
、
蝦
夷
地
開
拓
の
慈
見
丙

『
趾
郡
録
』

（写
本

一
冊
。
正
徳
四
年
起
草
。）

を
著
し
て
い
る
。『
崎
人
伝
』

に

「官
に
上
t
)
し
、
松
前
に
続
け
る
蝦
夷
の
地
を
、
本
邦
に
屈
せ

し
め
ん
の
志
あ
り
し
か
ど
も
、
齢
足
ら
ず
、

三
十
有
九
に
し
て
歿

せ
れ
ば
市
に
不
及
。」

と
あ
る
。
「
墓
表
」

は

「享
保
三
年
戊
戌
四

月
八
日
疾
テ
卒
ぶ
手
年
四
十
」
。
絡
は
京
都
東
山
研
閑
寺
に
あ
る

（
『
京
都
名
家
坦
砥
録
』
）

。

東
涯
：
．
反
之

『
崎
人
伝
』
の
「
又
東
涯
此
人
を
評
し
て
、
其

オ
は
抜
群
也
。
さ
れ
ど
も
六
尺
の
弧
を
託
す
べ
か
ら
ず
、
と
い
ヘ

る
を
告
る
も
の
有
。
天
民
点
頭
し
て
、
東
涯
よ
く
我
を
知
れ
り
。

自
f
．ん
は
は
か
る
べ
か
ら
ず
。
唯
人
の
為
に
は
欺
る
べ
か
ら
ず
。

は
9
 

遣
言

』

巻

「
占
経
」
に
よ
る
。

〈
本
文
異
同
〉
諸
家
国
1

子
家
国
。

諸
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仁
齋
：
・
天
民
云

に
従
ふ
も
の
と
、

東
涯
は
是
に
反
せ
り
、
危
し
と
い
へ
り
。
其
器
址
凡
か
く
の
ご
と

し
。」

に
よ
る
。「
可
以
託
六
尺
之
孤
」
は
『
論
語
』
泰
伯
篇
゜

『
崎
人
伝
』
の

「

斎
歿
後
、
其
徒
、
束
粍

に
駈
す
る
も
の
と
分
れ
た
り
。」

に
よ
る
。

通
倭
學
：
．
及
庁
劃
記

『
崎
人
伝
』
の

「
ま
た
国
学
を
も
心
得

た
る
人
也
0

：
・
天
民
の
著
述
、
か
た
そ
ぎ
の
記
あ
り
。
国
文
も
ま

た
凡
に
あ
ら
ず
。
し
か
も
写
本
な
れ
ば
し
る
人
ま
れ
に
、
う
せ
な

ん
を
を
し
む
が
う
え
に
、
既
に
此
記
を
ぬ
す
み
略
し
て
、
己
が
発

明
に
し
て
、
秋
斎
間
語
に
か
け
る
な
ど
を
に
く
む
が
故
に
、
事
長

け
れ
ど
も
全
文
を
左
に
掲
ぐ
。」

に
よ
る
。
『
庁
劃
記
』
は
天
民
著
、

T
!
本

一
冊
。
神
社
等
に
あ
る

「
千
木
」
「
片
削
」
「
鰹
木
」
の
考

証。

多
田
南
出
は
神
道
家

・
故
実
家

・
浮
世
草
子
作
者
。
究
延
-―

入
氏
澤
其
所
滋
我
以
柩
』
虹
モ
骨
が
其
徒
毛
界
束
羨
屯

灸
火
氏
〖

年
没
、
姦
千
五

三
。
『
秋
斎
間
語
』
は
四
巻
、
暦
―-l
年
刊
。

多
田
南
硲
著
。
第
四
巻

一
三

四
話
に

「
千
木
ノ
論
」
が
あ
る
。

「
京
よ
り
三
里
斗
北
愛
宕
郡
小
野
郷
雲
が
畑
と
云
村
の
家
の
棟
に

は
今
も
所
々
に
あ
り
所
の
人
に
と
へ
は
風
は
け
し
き
ゅ
へ
に
わ
ら

ぶ
き
の
風
に
取
ら
れ
ぬ
為
に
お
く
木
な
り
と
云
此
名
を
此
所
に
て

か
つ
う
木
と
云
よ
し
な
り
昔
は
家
々
皆
わ
ら
ぶ
き
ゅ
へ
風
お
さ
へ

に
お
き
し
物
と
見
へ
た
り
」
と
い
う
内
容
は
、
天
民
の
詳
細
な
記

述
と
重
な
る
。
た
だ
し
、

「
人
家
に
用
る
は
風
の
お
そ
れ
な
り
そ

れ
ゆ
へ
ち
き
と
は
風
木
と
占
也
風
は
ち
と
よ
ま
せ
り
東
風
を
こ
ち

と
い
ふ
に
て
可
知
」
の
部
分
は
、
天
民
の
説
に
は
な
い
。
伴
窃
蹂

は
歌
人

・
国
学
者
。
文
化

―^-
年
没
、
亨
年
七
卜
四
゜

-
a
門
人
机
集
謂
，
乎
允
生
産
伐
ふ
虻
ぶ
。
伶
生
可

t
ほ

了
竺
悶
え
不
木
先
生
tfr．
丸
柾
菜
＿
倉
厖
則
紐
一
掬
一

条
委
羹
瓦
心
佼
矛
爾
尤
奈
仔
…
倉
危
其
人
代

℃
,
i
先
生
峯
多
委
ネ
又
氏
笑
'
?
私
有
窟
割
之
オ
ー

弗
否
乃
入
杭
瓦
頂
餅
手
今
必
人

Jfr塙
吼

一
日
：
．
窺
邪

『
崎
人
伝
』
の

「
或
時
、
門
人
集
り
て
、
先
生
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も
し
志
を
給
は
ゞ
、
吾
は
何
に
か
つ
か
ひ
給
は
ん
な
ど
と
り

f
¥

い
へ
る
時
に
、

一
人
、
吾
ご
と
き
も
の
は
物
の
用
に
立
べ
か
ら
ず
。

唯
介
屎
を
守
る
に
お
い
て
は
、

一
粒
米
を
も
掠
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
。

天
民
、
子
が
ご
と
き
人
に
い
か
で
倉
屎
を
守
ら
す
べ
き
と
い
へ
れ

ば
、
そ
の
人
色
を
か
へ
て
、
こ
は
俯
な
き
仰
や
、
盗
む
べ
き
も
の

と
や
思
召
と
い
へ
れ
ば
、
先
生
笑
ひ
て
、
否
、
自
盗
む
オ
あ
る
人

に
は
托
す
べ
し
。
子
は
人
に
盗
ま
る
べ
き
人
な
り
と
い
へ
り
。
」

に
よ
る
。

仁
斎
羞
，
品
な
不
必
羹
其
詑
丸
．
濡
贄
凡
入
氏
ぶ
於
炉

命

告

邦

I
ノ
今
翌
名
を
JL

徐
及
名
向
yi益
貪
生
難
冗

屯
式
不
淋
園
其
志
↓
む
目
丸
門
人
往
往
有
．
位
而
兼
誉
，
舟
一

-
f
 

仁
齋
…
於
此
『
崎
人
伝
』
に

「
私
按
ず
る
に
、
仁
斎
文
集
に

は
伯
医
の
説
あ
り
て
、
他
を
名
と
し
、
利
を
医
に
は
か
る
こ
と
を

謂
れ
り
。
所
見
異
な
り
。
」
と
あ
る
。
『
古
学
先
生
文
集
』
巻
三
に

「
佐
幣
辮
」
が
あ
り
、
「
世
俗
有
二
儲
繋
之
稲
一。
蓋
啓
而
窺
レ
仰

者
。
自
恥
下
其
為
二
小
迫
ー
。
且
輿
缶
筈
咄
賤
ェ

―伍
上
。
而
穎
欲
下
列
一

“
以
表
中
見
其
名
上
。
其
事
固
卑
栖
最
小
。
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

此
邦
：
志
也

『
崎
人
伝
』
に
「
民
の
説
に
、
位
は
医
を
兼

べ
し
、
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
共
に
し
て
学
卑
柄
に
落
と
い
へ
り
と
ぞ
。
」

と
あ
る
。

因
是
：
者
云
南
川
金
渓

『
閑
散
余
録
』
（
天
明
年
刊
。
『
日

本
随
喰
大
成
』
第
二
期
第

二
十
巻
）
巻
之
二
に
、
「
並
河
勘
介
ガ

日
、
日
本
ノ
伯
者
ハ
医
ヲ
兼
ヌ
ペ
シ
。
然
ラ
ザ
レ
パ
衣
食
二
乏
、
ソ

ク
シ
テ
困
窮
二
至
ル
ト
ゾ
。
ソ
レ
故
門
人
二
渡
辺
新
蔵
、
松
原
才

次
、
梢
水
源
五
、
藤
田
左
太
夫
、
イ
ヅ
レ
モ
伯
ニ
シ
テ
医
ヲ
羊
1

セ

リ
。
ソ
ノ
子
モ
亦
然
リ
。
」
と
記
す
。
原
念
斎
『
日
本
仰
林
談
』

に
「
天
民
日
吾
邦
本
多
不
讀
内
者
故
以
佃
為
誕
士
者
労
可
根
啓
術

不
然
有
時
衣
食
不
給
或
至
求
不
義
利
是
以
其
門
生
渡
追
新
蔵
松
原

才
次
研
水
源
五
藤
田
左
太
等
各
兼
業
酪
」
（
東
京
大
学
蔵
本
に

よ
る
）
と
あ
る
。

補
注①
山
田
重
正
「
佑
医
並
河
民
と
そ
の
周
辺
」（

『
花
園
大
歩

研
究
紀
要
』
八
、
昭
五
二）

に
よ
れ
ば
、
天
民
の
蘊
の
石
器
に
刻

ま
れ
た
、
天
民
男
尚
友
の
記
述
（
安
永
一＿一
年
）
に
「
伯
子
誠
所
先

撰
文
先
師
孝
恭
渡
辺
先
生
内
之
」
と
あ
り
、
「
r5
表
」
は
誠
所
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②
『
北
窓
瑣
談
』
板
本
に
は
、
三
巻
本
（
文
政
八
年
刊
）
と
八

巻
本
（
文
政
―
二
年
刊
）
と
が
存
す
る
。
（
参
）
太
田
晶
二
郎

「
橘
南
硲
の
稿
本
類
に
つ
い
て
ー
北
窓
瑣
談
・
東
遊
記
」
（
『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
一
、
昭
四
二
）
。

の
撰
文
で
あ
る
と
い
う
。

（
樫
澤
菓
子
）

4
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